
思想運動 1052号 2020年 5月 1日号 

目次 

1面 

 沖縄通信 宮古島 

感染危機下陸自ミサイル部隊配備  

軽視される離島の人命  

清水早子 （ミサイル基地いらない宮古島住民連絡会事務局長） 

 

沖縄通信 辺野古 

コロナでも排除される県民の人権 

現地で行動する努力と工夫を続ける 

目取真俊（作家） 

 

2面～3面 

〈活動家集団 思想運動〉第 50年度第 4回全国運営委員会での報告より 

「コロナ危機」を奇貨として戒厳状況をたくらむ支配階級といかにたたかうか 

広野省三（〈活動家集団 思想運動〉常任運営委員会責任者） 

 

4面 

コロナ禍のさなか日本のメーデー100年 

第 91回日比谷メーデーの取り組み 

中原純子（全労協全国一般東京労組・元フジ製版分会書記長） 

 

新型コロナウイルス感染のパンデミックと闘う 

新自由主義がもたらした医療崩壊の危機 

労働者人民の闘いこそが危機克服の要だ 

岡本茂樹 

 

短歌 

暗き円環 ２  

加部洋祐 

 

5面 

コロナ危機に乗じた反動攻勢に立ち向かおう 

日本郵便に大リストラか 

「かんぽ不正」の労働者への犠牲転嫁反対 

土田宏樹（元郵便労働者） 

 

〈例外状況〉の中で進む軍事大国化 

吉沢弘志（反基地活動家） 

 

原発汚染水を海に流させるな！ 

二瓶一夫（福島県・三春町） 

 

 壊憲ＮＯ！96条改悪反対連絡会議が討論集会 



コロナ状況で労働者はいかに闘うか 

吉良 寛・自治体労働者 

 

6面～7面 

エッセイ 

国家緊急権導入を狙う「緊急事態宣言」を批判する 

纐纈 厚（明治大学特任教授） 

 

エッセイ 

コロナ感染を口実にした「火事場泥棒改憲論」 

飯島滋明（名古屋学院大学） 

 

労働者通信 

「緊急事態宣言」下の労働と生活の現場から 

語学学校 

日本語学校でのコロナ騒ぎ 

北山 悠（日本語教師） 

 

  医療現場 

わたしたちは何を知らずに仕事をしているか 

川嶋ちさ子（看護労働者） 

 

  国際連帯 

コロナ克服に下からの連帯を 

中村 猛（日韓民主労働者連帯） 

 

  都立高校 

緊急事態宣言とどう闘うか 

伏見 忠（都立高校勤務／都教委包囲・首都圏ネット） 

 

  ＪＲ 

ＪＲにおけるコロナ問題をめぐる攻防 

小林春彦（国労ＯＢ） 

 

8面 

世界一素早い徹底対策で感染防止 

朝鮮は全社会・全人民の行動一致でコロナと戦う 

李東埼（ジャーナリスト） 

 

「コロナ危機」下で進むテレワーク導入 

宮川敏一（元京成労働組合書記長） 

 

前照灯 

新型コロナ生活を送る日々 

 

9面 

連帯にイエス！ 封鎖にノー！  



キューバに連帯する共産党・労働者党の共同宣言 

 

キューバ共和国にたいするアメリカ合衆国政府の経済封鎖に抗議しインターナショナリズ

ムの精神を発揮して全世界で新型コロナウイルス感染症と戦うキューバ医師団をはじめキュ

ーバ人民への連帯メッセージ 

〈活動家集団 思想運動〉全国運営委員会 

 

コロナ禍のなか世界の労働者たちは権利を要求し命を守るために闘う！ 

沖江和博 

 

ニカラグア大使の〈思想運動〉あてのメッセージ 

ロドリゴ‐コロネル‐キンロッフ駐日ニカラグア共和国大使 

 

10面 

東日本大震災・壊滅地区復興委員だより ㉕ 

新型コロナと EVENT201の闇をマスコミはなぜ書かないのか？ 

金野正晴（自営業） 

 

09年「君が代」不起立 まさかの逆転勝訴 

東京都は上告受理申し立て 

根津公子（元教員） 

 

辺野古のカヌー隊の闘いに寄せて 

カヌーのロープ（纜ともづな）が切られるということ 

佐々木辰夫 

 

発刊紹介 

 おきなわ 辺野古の貌 ― 今を撮る 

豊里友行フォト・アイ 

 

11面 

『かくされてきた戦争孤児』（金田茉莉著） 

「ゴミ」のようにすてられて 

岡野奈保美 

 

『ブレヒトの詩 しなやかに鋭く時代を穿つ』（内藤洋子著） 

揺るぎないしなやかさ――ブレヒトの詩を貫くもの 

秋葉裕一・早稲田大学名誉教授 

 

『植民地教育とはなにか 現代日本を問う』（佐野通夫著） 

主権を奪われる苦しみ 

廣野茅乃 

 

『労働組合をやめろって、警察に言われたんだけど、それってどうなの。（憲法 28条があ

るのに…）』連帯ユニオン他著 

田沼久男 

 



『日中戦争への旅――加害の歴史・被害の歴史』宮内陽子著 

飛田雄一・神戸学生青年センター理事長 

 

12面 

コロナ禍で進む日本の文化後進国化 

反動政権、美術・文化を恫喝 

日夏露彦（美術評論家） 

 

頂門一針 

 諷刺について――ドーミエ 

 

紙つぶて 

前号のコロナ問題特集を読んで 

これは科学の話なのだ？ 

安在郷史（東京都在住） 

 

ビルゲイツ財団のシュミレーション 

中野哲明（元高校教員） 

 

化けの皮ははがされつつある 

山下勇男（東京都在住） 

 

編集部発 

 

付録 1面 

コロナ感染拡大下での世界保健デー（四月七日） 

われわれは万人への無償の公共医療を求める 

ヨルゴス‐マブリコス（世界労連書記局長） 

 

付録 2面 

新型ウイルスに立ち向かった中国・武漢の実践 

困難な戦いを支えた自治組織「社区」の存在 

逢坂秀人 

 

キューバの医療専門家は五九か国で活動 

米国の経済封鎖のなかでコロナ感染に対処するキューバ 

駐日キューバ共和国大使館情報（二〇二〇年四月十六日） 

 

 


